
露
月
山
廬
に
『
石
井
露
月
日
記
』
の
原
本
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
禍
に
見
舞
わ
れ
た
原
本
の

劣
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
此
の
度
ス
キ
ャ
ナ
撮
影
に
よ
る
資
料
保
存
を
企
画
し
、
日
記
の
半
分
を

「
前
編
」
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
事
を
お
奨
め
し
ま
す
。

明
治
二
十
九
年
よ
り
大
正
三
年
ま
で

総
枚
数
二
、
〇
四
五
枚

連
絡
先

〒
〇
一
〇
―
一
二
三
三

秋
田
市
雄
和
女
米
木
字
猫
沢
一
六
四

長
谷
部
清
一
方
・
露
月
会



明
治
二
十
九
年

十
月
二
十
三
日

十
月
二
十
五
日

十
月
二
十
六
日

医
師
転
身
を
子
規
に
告
げ
た
日

帰
郷
の
挨
拶
に
碧
梧
桐
・
虚
子
を
訪
ね
た
日

目
黒
不
動
前
福
嶋
屋
に
て

子
規
は
憮
然
と
し
日
蓮
を
語
っ
た

翌
日
露
月
の
送
別
会
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た

露
月
送
別
句
会

栗
飯
会


